





セッションは 13 時 30 分より 15 時 10 分に終了す
る予定です。そこから若干の休憩を取りまして、
























東亜同文書院は 1900 年の設立から 1945 年の解散


































年 3 名から 4 名の青年教師を日本の大学に招いて

































































































































































































ります。 1989 年から毎年 l ～ 2 回の講義をされ
ていて、すでに 10 年余り続いています。その講
座を聴いた学生たちは、非常に早い時期に外国の
専門家から直接金融証券についての知識を聞く機
会を得たわけです。
北川さんは日中教育協会の副会長も務められて
います。ーまた、宮家会長と日中教育協会、上海交
通大学の交流も支持されています。 1996 年、北
川さんは日本霞山会の理事となり、 2002 年には
理事長となりました。北川さんと交通大学との聞
の十数年の環境をまさに霞山会に持ってこられた
わけです。その推進の下、上海交通大学と上海日
本研究協会との交流活動が行われています。ハイ
レベルな中日環境分野でのシンポジウムを行い、
若い世代の学者・研究者の訪問活動などを行って
います。霞山会は毎年上海交通大学の 5 名の中国
の学者に資金援助し、日本での研修を行っており
ます。また、上海交通大学の歴代の指導者も訪日
しています。本課題の研究も北川先生の積極的な
提唱の下で行われたもので、大きな貢献をされて
います。北川さんは「中日友好のために力を尽く
し、私は悔いはない」とおっしゃっています。
私の報告はここまでです。中日両国の人民の友
情が永久に続くことをお祈りいたします。どうも
ありがとうございました。（拍手）
葉毛教授、ご報告ありがとうございました。
同文書院の学生の皆様方はたくさんいらっしゃい
ますが、本日ご紹介できたのはたった 6 名の方だ
けです。卒業された学生の皆様方の精神という
ものは引き継いでいかなければなりません。中日
友好関係もこのまま続けていかなければいけませ
ん。すでに時間を使い果たしてしまいましたので、
質問は夕方の時間に残したいと思います。
